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平
成
23
年
３
月
11
日
午
後

２
時
46
分
、
東
北
地
方
太
平

洋
沖
で
発
生
し
た
地
震
に
よ

り
、
今
ま
で
に
見
た
こ
と
の

な
い
大
津
波
が
日
本
を
襲
い

ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
映
し
出
さ
れ
る
惨
状
に
思

わ
ず
息
を
の
み
、
自
然
の
脅

威
の
前
で
は
人
間
の
文
明
な

ど
無
力
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

で
も
私
た
ち
人
間
に
は
団

結
し
て
立
ち
上
が
る
力
が
あ

り
ま
す
。

　

い
ま
は
国
民
み
ん
な
が
助

け
合
い
、
被
災
地
の
１
日
も

早
い
復
興
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
近
い
将
来
南
海
地

震
が
発
生
す
る
確
率
が
非
常

に
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
震
災
で
な
ぜ

多
く
の
方
が
犠
牲
と
な
っ
た

の
か
を
今
一
度
家
族
や
地
域

で
話
し
合
い
、
防
災
意
識
を

高
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

（
Ｍ
・
Ｋ
）

がんばれ　マラソン

（粉河寺・粉河保育園）

ごま供養

（中津川  行者堂）

上野投手みたいになりたい

（模擬国体ソフトボール大会）

わくわくドキドキ 入学式

（丸栖小学校）

紀の川市を花いっぱいに
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平
成
23
年
第
1
回
定
例
会

平成23年度
一般会計予算

（前年度比8.5%増）
310億円

　

平
成
23
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
25
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
の
28
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
平
成
27
年
度
に
開
催
さ
れ
る
和
歌
山
国
体
の
準
備
を
行
う
た
め
国

体
対
策
局
を
設
置
す
る
行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正
を
は
じ
め
、
平
成
23
年
度
紀
の
川

市
一
般
会
計
予
算
な
ど
43
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し

審
査
の
付
託
を
行
い
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
提
出
さ
れ
た
議
案
は

全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
10
名
の
議
員
が
登
壇
し
、

当
面
の
行
政
問
題
を
た
だ
し
ま
し
た
。

市税（21.6％）
66億8,520万円

その他（1.0％）
3億1,240万円

地方消費税交付金（1.5％）
4億8,000万円

県支出金（5.3％）
16億5,254万円

国庫支出金（8.6％）
26億8,295万円

市債（17.8％）
55億2,060万円

地方交付税（33.5％）
103億7,100万円

その他（0.3％）
9,139万円

繰越金（1.1％）
3億3,690万円

分担金及び負担金（1.3％）
3億9,644万円

諸収入（6.3％）

（44.0％）

（56.0％）

（68.7％）

（31.3％）
19億5,561万円

136億5,178万円

173億4,822万円

212億8,849万円

97億1,151万円

使用料及び手数料（0.8％）
2億4,597万円

人件費（16.1％）
49億9,242万円

公債費（14％）
43億3,664万円

その他（0.5％）
1億4,551万円貸付金（5.5％）

17億円

積立金（1.1％）
3億3,635万円

繰出金（8.7％）
27億1,432万円

補助費等（11.4％）
35億2,360万円

物件費（11.4％）
35億4,239万円

投資的経費（17.4％）
53億8,605万円

扶助費（13.9％）
43億2,272万円

地方譲与税（0.9％）
2億6,900万円

義
務
的
経
費

政
策
的
経
費

依
存
財
源

自
主
財
源

歳出
310億円

歳入

歳 入
一般会計

310億円

歳 出
一般会計
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議
会
費

総
務
費

民
生
費

衛
生
費

労
働
費

農
林
業
費

商
工
費

土
木
費

消
防
費

教
育
費

災
害
復
旧
費

公
債
費

予
備
費

　社会福祉の充実を図るため、児童、高齢者、心身障害者等のための福祉施設の整備、運営、生活保護の

実施等の施策を行うための費用です。

　平成２３年度の主要な事業は、障害者福祉計画の策定、子どもの医療費助成、保育所の運営、私立保育

園の運営補助などを行います。

　住民の健康増進、生活環境の改善を図るため、医療、公衆衛生等の対策を行うための費用です。

し尿、ごみなどの収集、処理など住民の日常生活に密着した施策を行っています。　　

　平成２３年度の主要な事業は、各種がん検診、任意ワクチン接種への助成、不妊治療助成、広域ごみ処

理施設の整備、合併処理浄化槽設置補助などを行います。

10

228.2 km2

31,000,000

6,685,200

21.57％

38.5 km2

13,953,710

5,225,973

37.45％

101.2 km2

22,229,674

7,397,213

33.28％

130.3 km2

29,066,991

6,530,242

22.47％

1,026.8 km2

67,953人 53,018人 56,229人 67,753人 81,191人

44,298,000

8,205,146

18.52％

20

0

30
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（単位：億円）

（単位：千円）

人口（H23.3月末）

紀の川市

面積

一般会計予算額

自主財源のうち市税

9,711,508 6,292,455 8,777,319 10,025,974 15,318,911一般会計のうち自主財源

一般会計のうち市税の割合

岩出市 海南市 橋本市 田辺市

平成23年度各市一般会計予算比較

平成23年度一般会計歳出 目的別グラフ

民生費

衛生費
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小
中
学
校
校
舎
改
築
工
事

平
成
23
年
度
当
初
予
算

打田中学校完成予想図

　

校
舎
改
築
後
の
打
田
中
学

校
の
給
食
は
セ
ン
タ
ー
方
式

と
す
る
こ
と
で
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
再
度
自
校
方
式
を

検
討
で
き
な
い
の
か
と
い
う

意
見
が
出
ま
し
た
。

　

市
の
考
え
は
、
紀
の
川
市

の
望
ま
し
い
学
校
給
食
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
か
ら
の
意

見
を
基
に
、
打
田
中
学
校
だ

け
で
な
く
現
在
自
校
方
式
の

学
校
を
セ
ン
タ
ー
方
式
に
統

一
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

今
後
関
係
者
と
十
分
協
議
し
、

理
解
を
得
た
う
え
で
セ
ン

タ
ー
方
式
へ
の
統
一
を
は
か

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
長
田
小
学
校
体
育

館
建
設
場
所
は
ど
こ
か
と
の

質
問
に
は
、
JA
紀
の
里
長
田

支
所
が
あ
っ
た
場
所
に
１
階

床
面
積
約
661
㎡
の
体
育
館
を

建
設
す
る
と
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

打
田
中
学
校
校
舎
等
改
築
事
業
（
建
築
工
事
）

【
13
億
１
千
616
万
６
千
円
】

粉
河
中
学
校
校
舎
等
改
築
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
用
地
造
成
・
建
築
工
事
）

【
６
億
７
千
315
万
９
千
円
】

長
田
小
学
校
体
育
館
改
築
事
業
（
建
設
工
事
）

【
２
億
６
千
99
万
９
千
円
】

今
年
度
の
主
な
事
業

の
実
現
に
向
け
、
長
期
総
合
計
画
の
諸
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度
と
比
較
し
て
24
億
２
千
万
円
の
増
額
（
8.5
％
増
）

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
き
な
要
因
は
新
庁
舎
建
設
や
小
中
学
校
耐
震
化
工
事
を
は
じ
め
と
す
る

大
型
建
設
事
業
の
た
め
で
す
。

「
い
き
い
き
と

力
を
合
わ
せ
た
ま
ち
づ
く
り　

夢

あ
ふ
れ
る

紀
の
川
市
」

長期総合計画５つの政策目標

１. ともに参加し行動するまち

２. すこやかで感性豊かな人が育つまち

３. 快適で活気のあるまち

４. 環境にやさしいまち

５. 健全な行財政運営をするまち

１. ともに参加し行動するまち

２. すこやかで感性豊かな人が育つまち

３. 快適で活気のあるまち

４. 環境にやさしいまち

５. 健全な行財政運営をするまち
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防
災
施
設
を
整
備

南消防署建設地（桃山町調月地内国道424号沿い）

　

地
域
防
災
の
強
化
を
は
か

る
た
め
、
今
年
度
は
消
防
器

具
庫
２
棟
、
防
火
水
槽
４
基

を
整
備
し
ま
す
。

 

ま
た
、
現
在
の
那
賀
消
防

組
合
南
消
防
署
は
老
朽
化
が

激
し
く
、
耐
震
強
度
も
不
足

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
道

424
号
沿
い
に
新
た
に
施
設

を
建
設
す
る
こ
と
で
、
地
域

の
防
災
拠
点
と
し
て
緊
急
時

に
は
迅
速
な
対
応
が
で
き
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
完
成
予
定
は
平
成

24
年
３
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
末
完
成
を
め
ざ

し
、
現
市
役
所
本
庁
舎
北
側

で
新
庁
舎
の
建
設
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

３
月
26
日
に
は
起
工
式
が

と
り
行
な
わ
れ
、
工
事
の
無

事
完
了
を
祈
願
い
た
し
ま
し

た
。

消
防
器
具
庫
整
備
事
業

【
１
千
763
万
６
千
円
】

防
火
水
槽
整
備
事
業

【
２
千
730
万
円
】

那
賀
消
防
組
合
南
消
防
署

　
　
　
　
　

新
築
移
転
事
業
負
担
金

【
２
億
６
千
393
万
４
千
円
】

新
庁
舎
建
設
に
着
手

新庁舎起工式

○
規
模
・
構
造

　

地
上
７
階　

地
下
１
階
、
延
床
面
積　

約
１
万
３
千
500
㎡
、
鉄
骨
造
、
免
震
構
造

○
計
画
の
基
本
方
針

（
１
）
コ
ン
パ
ク
ト
で
無
駄
の
な
い
シ
ン
プ
ル
な
庁
舎

　
　
　

・
耐
用
性
の
高
い
骨
格
、
シ
ン
プ
ル
な
建
物
形
状
、
各
部
の
寸
法
を
規
格
化
、
床
吹
き
出
し
空
調

（
２
）
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
使
い
や
す
い
庁
舎

　
　
　

・
来
庁
舎
駐
車
場
を
庁
舎
に
近
い
位
置
に
配
置
、
１
、
２
階
に
窓
口
部
門
を
集
約
、
段
差
の
な
い
通
路
、

　
　
　
　

緩
や
か
な
階
段
、
授
乳
室
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
多
目
的
ト
イ
レ
な
ど

（
３
）
環
境
配
慮
を
徹
底
し
た
先
進
エ
コ
ロ
ジ
ー
庁
舎

　
　
　

・
外
断
熱
や
高
性
能
ガ
ラ
ス
、
ル
ー
バ
ー
に
よ
り
日
射
を
抑
制
し
、
建
物
へ
の
温
熱
負
荷
を
な
く
す

　
　
　

・
エ
コ
ボ
イ
ド
に
よ
る
採
光
と
換
気
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
C
O
2
の
削
減

（
４
）
災
害
に
強
い
防
災
拠
点
と
な
る
庁
舎

　
　
　

・
免
震
構
造
、
電
力
引
き
込
み
の
二
重
化
、
発
電
機
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
汚
水
貯
留
槽

新
庁
舎
建
設
事
業
（
平
成
23
年
度
分
）

【
11
億
９
千
312
万
１
千
円
】

新
庁
舎
の
概
要

新庁舎イメージ

南消防署完成イメージ図
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平
成
27
年
に
和
歌
山
県
で
開
催
さ
れ
る
「
紀
の
国
わ
か
や
ま

国
体
」
の
準
備
の
た
め
、
国
体
対
策
局
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
所
は
紀
の
川
市
役
所
貴
志
川
分
庁
舎
内
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

紀
の
川
市
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
（
成
年
男
子
）
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
（
少
年
男
子
・
成
年
男
女
）
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
（
成
年
男

子
）
が
行
わ
れ
ま
す
。　
　

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
、
市
民
か
ら
要
望
が

多
か
っ
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
新
た
に
つ
く
り
ま
す
。

　

場
所
は
打
田
地
区
（
旧
打
田
リ
ン
ク
ス
）
で
、
面
積
は
１

万
８
千
㎡
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
任
意
予
防
接
種
に
つ
い
て
助
成
を
行
う
事
業
で
す
。

　

自
己
負
担
な
し
で
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
の
か
と

質
問
し
ま
し
た
が
、
自
己
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
副
反

応
に
つ
い
て
慎
重
に
考
え
て
か
ら
接
種
し
て
い
た
だ
け
る
の

で
は
な
い
か
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

若
者
定
住
促
進
奨
励
事
業
は
、
40
歳
未
満
の
方
が
市
内
で
住

宅
の
新
築
や
中
古
住
宅
の
購
入
を
し
た
際
に
、
市
内
在
住
の
方

で
あ
れ
ば
40
万
円
、
市
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
に
は
50
万
円
を

奨
励
金
と
し
て
給
付
す
る
事
業
で
す
。

　

制
度
の
周
知
方
法
や
、
リ
フ
ォ
ー
ム
は
対
象
と
し
な
い
の
か

と
の
問
い
に
は
、
周
知
方
法
は
市
の
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
へ
の
掲
載
や
、
関
係
機
関
で
の
広
告
の
掲
示

な
ど
で
行
な
い
、
リ
フ
ォ
ー
ム
は
対
象
と
し
な
い
と
の
こ
と
で

す
。 人

口
増
加
対
策

任
意
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
も
う

わ
か
や
ま
国
体
に
向
け

若
者
定
住
促
進
奨
励
事
業

【
５
千
万
円
】

婚
活
支
援
事
業

【
100
万
円
】

一
般
不
妊
治
療
助
成
事
業

【
250
万
円
】

特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業

【
300
万
円
】

空
き
地
・
農
地
・
人
材
情
報
バ
ン
ク
事
業

【
20
万
円
】

任
意
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

【
７
千
772
万
８
千
円
】

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備
事
業

【
８
千
908
万
円
】

紀の国わかやま国体

開催まで

あと

4年5ヵ月
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広
域
で
ご
み
処
理

　

紀
の
海
広
域
施
設
組
合
を

設
置
し
、
平
成
26
年
度
完
成

を
目
標
に
紀
の
川
市
・
海
南

市
・
紀
美
野
町
の
２
市
１
町

で
取
り
組
ん
で
い
る
広
域
ご

み
処
理
施
設
建
設
に
つ
い
て
、

今
年
度
は
桃
山
町
最
上
地
区

の
建
設
予
定
用
地
の
購
入
、

地
質
調
査
な
ど
を
行
う
と
の

こ
と
で
、
こ
の
た
め
の
負
担

金
を
支
出
す
る
と
の
こ
と
で

す
。

　

そ
の
他
に
、
３
月
ま
で
100

円
で
据
え
置
い
て
い
た
可
燃

ご
み
袋
の
価
格
が
、
４
月
か

ら
150
円
と
な
る
理
由
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
が
、
市
と

し
て
は
、
あ
く
ま
で
ご
み
処

理
の
手
数
料
と
し
て
負
担
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。
市
民
の

皆
様
に
は
ご
み
の
入
っ
た
袋

ひ
と
つ
を
焼
却
す
る
の
に
220

円
以
上
の
コ
ス
ト
が
か
か
っ

て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
ご
み
の
出
し
方
に
も

協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

紀
の
海
広
域
施
設
組
合
事
業
負
担
金

【
１
億
645
万
３
千
円
】

※増減率の△はマイナスです。

各会計ごとの予算額

4,390万円

90万円

81億4,800万円

7,890万円

ー

13億400万円

54億5100万円

18億2,200万円

4,850万円

3,780万円

ー

3億3,390万円

4,130万円

230万円

77億1,800万円

7,850万円

100万円

13億6,700万円

52億4,000万円

20億4,000万円

4,830万円

2,380万円

1億1,290万円

1億3,400万円

6.3

△60.9

5.6

0.5

皆減

△4.6

4.0

△10.7

0.4

58.8

皆減

149.2

14億5,022万円

13億7,581万円

3億3万円

8億545万円

4,922万円

2,349万円

2億2,951万円

2億4,065万円

△4.6

△1.0

△64.6

△13.9

△29.3

31.6

△100.0

△95.2

会　　計　　名

公
営
企
業
会
計

平成23年度 平成22年度 増減率％

住宅新築資金等貸付事業特別会計

土地取得事業特別会計

国民健康保険事業勘定特別会計

国民健康保険直営診療施設勘定特別会計

老人保健特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険事業勘定特別会計

公共下水道事業特別会計

特定環境保全公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

善田農業集落排水事業特別会計

簡易水道事業特別会計

13億8,372万円

13億6,244万円

1億608万円

6億9,358万円

3,480万円

3,092万円

1万円

1,152万円

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

水道事業会計

工業用水道事業会計

ごみの分別収集にご協力を
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生
涯
学
習
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
く図書館をご利用ください

き
れ
い
な
ま
ち
を
め
ざ
し
て

子
ど
も
た
ち
の
知
識
向
上
を

　
　
　
　
　

  
は
か
る
た
め
に 天井据付タイプの扇風機

　

補
正
予
算
の
主
な
内
容
と
し
て
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
に
沿
い
、

地
域
の
活
性
化
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
事
業
を
行
う
た
め
の
「
き
め
細
か
な
交
付
金
」
と
、

こ
れ
ま
で
住
民
生
活
に
と
っ
て
大
事
な
分
野
で
あ
り
な
が
ら
、
光
が
十
分
に
当
て
ら

れ
て
こ
な
か
っ
た
分
野
の
事
業
を
行
う
「
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
」
を
活

用
し
て
次
の
様
な
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

老
朽
化
し
た
ご
み
収
集
用
の
車
両
、
パ
ッ
カ
ー
車
と
ダ
ン
プ

カ
ー
を
買
い
か
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
950
万
円
）

図
書
館
の
図
書
を
充
実
す
る
た
め
に
（
１
千
937
万
６
千
円
）

貸
し
出
し
や
検
索
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、
よ
り
利
用

し
や
す
い
図
書
館
を
め
ざ
し
て
シ
ス
テ
ム
整
備
を
行
い
ま
す
。

（
２
千
739
万
７
千
円
）

各
小
・
中
学
校
図
書
室
の
図
書
が
購
入
さ
れ
ま
す
。

（
小
学
校
800
万
円
・
中
学
校
600
万
円
）

暑
い
日
で
も
集
中
し
て
授
業
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
小
学
校

の
普
通
教
室
に
扇
風
機
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
（
２
千
万
円
）
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（　　）は、旧職名

議会を傍聴してみませんか
　市議会の定例会は、３・６・９・１２月の年４回開催されています。

市議会では、市民の皆さんの生活に直結した重要な問題が審議されています。

　市民の皆さんが選んだ議員の活動状況や、市政の内容を知るためにもぜひ本会

議・委員会の傍聴にお越しください。

【傍聴手続き】

　傍聴を希望される方は、当日受付で住所・氏名・

年齢を記入していただき、入場してください。

（本会議傍聴定員は、３０人）

【受付場所】

　本 会 議：本庁舎４階議会事務局

　委 員 会：本庁舎南別館３階大会議室

日程など、詳しいことは、議会事務局（０７３６-７７-０８９２）までお問い合わせください。

議会事務局　事務局長　永田博敏

（議会事務局　次長）

議会事務局議事調査課　課長　藤井節子

（市民部市民課　課長）

議会事務局議事調査課　課長補佐　岩田和久

（教育部生涯学習課　課長補佐）

議会事務局議事調査課　係長　木村典子

（保健福祉部健康推進課　係長）

国体対策局　局長　奥谷敏夫

（議会事務局　事務局長）

保健福祉部子育て支援課　課長　榎本　守

（議会事務局議事調査課　課長）

総務部管財課　課長補佐　坂口千歳

（議会事務局議事調査課　課長補佐）

総務部市民税課係長　藤田郁也

（議会事務局議事調査課　主事）

議会事務局職員異動（平成２３年４月１日付け）

新　任 前　任

　このたびの東日本大震災により被災された皆様並びに関係者の方々に

対し心からお見舞い申し上げます。

　被害に遭われた地域の一日も早い復興を願い、議員一同から義援金を

お送りしました。
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市政を問う

一般質問の内容については、要旨のみ掲載しています。

なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。

くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので市議会事務局議事調査課までお問

い合わせください。（TEL ０７３６ー７7ー０８９２）

10

松本　哲茂　議員

　 ● 学校給食について

　 ● 本庁舎建設にともなう支所の扱いについて

井沼　武彦　議員

　 ● 環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）への

　　加入による紀の川市の農業への影響について

　 ● 紀の川市における児童虐待について

寺西　健次　議員

　 ● 放課後児童クラブ（学童保育）について

　 ● 公用車について

吉田　隆三郎　議員

　 ● 小規模工事契約希望者登録制度の創設について

　 ● 住宅リフォーム助成制度の創設について

　 ● 公契約条例の創設について

石井　仁　議員

　 ● 障害児福祉・特別支援教育について

岡田　勉　議員

　 ● 地域経済の振興について

田代　範義　議員

　 ● 図書に親しむまちづくりについて

　 ● 市民の健康について

村垣　正造　議員

　 ● 学校給食について

　 ● 小学校区の選択について

　 ● 運動場の芝生化について

　 ● 農地転用の基準について

杉原　勲　議員

　 ● 安全・安心なまちづくりについて

榎本　喜之　議員

　 ● 道路整備について
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現
在
、
当
市
の
学

校
給
食
は
自
校
式
、

セ
ン
タ
ー
方
式
、
委

託
方
式
の
三
方
式
で

運
営
し
て
い
る
が
、

今
後
ど
の
よ
う
な
方

式
を
考
え
て
い
る
の

か
。 問

　

新
庁
舎
完
成
後
、
各
支
所

の
庁
舎
及
び
職
員
駐
車
場
借

地
は
、
ど
う
す
る
の
か
。
ま

た
支
所
に
分
散
し
て
い
る
書

庫
は
ど
う
計
画
す
る
の
か
。

問

　

国
は
環
太
平
洋
戦
略
的
経

済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
加

入
に
向
け
動
い
て
い
る
。
本

協
定
は
農
林
業
だ
け
で
な
く
、

金
融
・
保
険
・
医
療
・
公
共

事
業
な
ど
の
市
場
開
放
に
と

ど
ま
ら
ず
、
雇
用
の
安
定
に

も
大
き
な
影
響
が
予
想
さ
れ

る
が
、
特
に
本
市
の
農
業
へ

の
影
響
は
。

問
　

市
長
は
紀
の
川
市
の
基
幹

産
業
は
農
業
と
言
っ
て
い
る
。

今
回
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
市
場
開

放
で
あ
り
、
国
の
仕
組
み
や

基
準
が
一
変
し
か
ね
な
い
が

市
長
の
考
え
は
。

問

　

現
在
、
打
田
、
桃

山
、
貴
志
川
の
小
学

校
は
自
校
式
で
行
っ
て
い
る
。

　

給
食
衛
生
管
理
基
準
も
改

正
さ
れ
て
お
り
、
給
食
室
を

適
合
し
た
施
設
に
改
修
す
る

に
は
各
校
と
も
ス
ペ
ー
ス
的

に
建
設
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
セ
ン
タ
ー
方
式

と
し
、
27
年
度
ま
で
に
１
ケ

所
の
建
設
を
予
定
し
て
い
る
。

　

な
お
、
一
日
の
給
食
数
は

約
４
千
食
を
想
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
方
式
の

場
合
、
運
営
経
費
、
光
熱
水

費
が
減
少
さ
れ
職
員
も
最
少

の
人
数
で
運
営
が
で
き
る
。

配
送
に
つ
い
て
も
、
配
送
計

画
を
工
夫
す
れ
ば
、
合
理
的

に
配
送
が
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。

答

教
育
部
長

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
市
長

の
見
解
は
。

問
　

紀
の
川
市
の
望
ま
し
い
学

校
給
食
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
の
答
申
を
真
摯
に
受
け
と

め
、
保
護
者
、
関
係
者
と
充

分
協
議
を
し
セ
ン
タ
ー
方
式

で
の
理
解
を
得
る
よ
う
に
努

め
る
。

答

市

長

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に
よ
り

日
本
の
農
業
は
農
林
水
産
省

の
試
算
で
は
農
産
物
生
産
減

少
額
は
、
４
兆
１
千
億
円
と

な
り
食
料
自
給
率
は
14
％
ま

で
低
下
す
る
。

　

紀
の
川
市
も
米
や
み
か
ん

等
の
果
樹
に
大
き
な
影
響
が

で
る
。

答

農
林
商
工
部
長

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
紀
の
川
市
で
も

大
き
な
問
題
で
あ
り
全
国
市

長
会
と
も
連
絡
を
と
り
国
の

動
向
を
見
な
が
ら
、
一
緒
に

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

答

市

長

　

虐
待
と
言
う
事
は
親
の
心

を
疑
う
悲
し
い
話
。
紀
の
川

市
は
安
全
安
心
で
皆
仲
良
く

暮
ら
せ
る
よ
う
市
民
が
一
丸

と
な
っ
て
虐
待
の

な
い
地
域
に
し
た

い
。

答

市

長

答

保
健
福
祉
部
長

　

新
庁
舎
完
成
後
の
支
所
庁

舎
は
、
閉
鎖
し
、
隣
接
の
施

設
等
に
移
動
し
職
員
駐
車
場

借
地
は
、
返
却
す
る
計
画
で

あ
る
。
支
所
に
分
散
し
て
い

る
書
庫
は
、
新
庁
舎
周
辺
に

集
中
し
た
新
書
庫
を
、
平
成

23
年
度
で
検
討
す
る
。

答

総

務

部

長

給
食
は
セ
ン
タ
ー
方
式
で

　

新
庁
舎
が
平
成
24
年
11
月

に
完
成
予
定
で
あ
る
が
、
平

成
25
年
度
か
ら
の
支
所
業
務

の
内
容
と
職
員
数
は
。

問
　

新
庁
舎
の
人
員
規
模
は
職

員
適
正
化
計
画
を
勘
案
し
、

約
400
人
を
想
定
し
て
い
る
が

平
成
25
年
１
月
１
日
時
点
で

想
定
数
を
越
え
る
。

　

各
支
所
で
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
が
維
持
で
き
る
よ
う

職
員
を
配
置
す
る
。

答

総

務

部

長

支
所
は
ど
う
な
る
の

T
P
P
加
入
は
農
業
破
壊

　

近
年
全
国
的
に
児

童
虐
待
が
毎
日
の
よ

う
に
報
じ
ら
れ
て
い

る
。

　

紀
の
川
市
で
の
児

童
虐
待
の
相
談
件
数

は
。
虐
待
が
行
わ
れ

て
い
る
と
す
れ
ば
市

と
し
て
の
対
策
は
。

問

　

子
供
は
私
た
ち
の
宝
で
あ

り
一
人
の
人
間
と
し
て
生
き

て
い
く
権
利
が
あ
る
。
何
一

つ
不
自
由
の
な
い
社
会
だ
が
、

足
り
な
い
の
は
愛
情
と
人
を

思
い
や
る
心
だ
と
思
う
が
、

市
長
の
考
え
は
。

問

子育ては常に愛情もって

松本　哲茂　議員

井沼　武彦　議員

　

虐
待
の
相
談
件
数
は
、
平

成
20
年
度
で
46
件
、
平
成
21

年
度
で
60
件
延
べ
相
談
件
数

は
659
件
で
増
加
傾
向
に
あ

る
。

　

対
応
は
早
期
発
見
・
早
期

対
応
が
重
要
で
乳
幼
児
期
、

保
育
所
、
学
校
と
子
供
に
合

わ
せ
虐
待
防
止
に
取
り
組
む
。
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小
学
生
の
放
課
後
対
策
と

し
て
、
公
設
民
営
で
学
童
保

育
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

施
設
数
と
児
童
数
の
経
緯
と

実
情
は
ど
う
か
。

問

　

和
歌
山
県
下
の
学
童
保
育

の
担
当
部
課
の
状
況
は
。

問
　

小
学
生
の
こ
と
で
も
あ
り

又
、
小
学
校
内
に
施
設
が
多

く
、
教
育
部
の
担
当
が
、
ふ

さ
わ
し
い
と
思
う
が
。

問

　

運
転
す
る
職
員
に
対
し
て

環
境
対
策
、
燃
料
費
節
減
へ

の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
徹
底
を

は
か
っ
て
い
る
か
。

問

　

粉
河
の
学
童
保
育
で
、
新

年
度
の
希
望
申
し
込
み
者
が

定
員
を
越
え
て
い
る
が
、
そ

の
対
応
は
。

問 学
童
保
育

更
な
る
充
実
を

　

現
在
の
公
用
車
の
台
数
は
。

問 公
用
車

経
費
節
減
を

　

合
併
後
、
子
育
て
支
援
の

重
要
な
施
策
と
し
て
取
り
組

み
、
施
設
は
７
箇
所
か
ら
10

箇
所
へ
児
童
数
は
182
人
か
ら

388
人
と
増
加
し
て
い
る
。

答

保
健
福
祉
部
長

　

県
下
26
市
町
村
が
実
施
し

て
お
り
、
福
祉
部
担
当
が
15

市
町
村
で
、
教
育
部
は
11
市

町
村
と
な
っ
て
い
る
。

答

保
健
福
祉
部
長

　

消
防
用
自
動
車
と
合
わ
せ

て
361
台
保
有
し
て
お
り
、
新

庁
舎
完
成
時
に
は
26
台
削
減

の
計
画
を
し
て
い
る
。

答

総

務

部

長

　

安
全
安
心
の
学
童
保
育
を

第
一
と
考
え
、
教
育
部
、
保

健
福
祉
部
と
よ
く
相
談
し
検

討
し
た
い
。

答

市

長

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
関
す
る

認
識
と
趣
旨
を
徹
底
し
職
員

の
意
識
向
上
に
努
め
て
い
る
。

答

総

務

部

長

　

施
設
の
面
積
が
や
や
広
い

の
で
、
定
員
を
増
や
し
希
望

答

保
健
福
祉
部
長

寺西　健次　議員

吉田　隆三郎　議員

　

小
規
模
工
事
契
約
希
望
者

登
録
制
度
は
、
競
争
入
札
資

格
の
な
い
未
登
録
業
者
に
対

し
、
市
が
発
注
す
る
小
規
模

な
工
事
や
修
繕
の
受
注
機
会

を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

450
以
上
の
自
治
体
が
実
施

し
て
い
て
、
地
域
経
済
に
大

き
な
波
及
効
果
が
出
て
い
る

こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

　

制
度
を
創
設
し
、
地
元
業

者
を
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

問
　

現
在
、
市
が
発
注
す
る
工

事
等
は
、
金
額
の
大
小
に
か

か
わ
ら
ず
、
入
札
参
加
資
格

登
録
さ
れ
た
業
者
を
中
心
に

発
注
を
し
て
い
る
。

　

長
引
く
不
況
の
中
、
登
録

を
さ
れ
て
い
る
地
元
業
者
で

答

総

務

部

長

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
は
、

建
設
関
係
、
電
気
工
事
、
家

具
等
、
幅
広
い
業
種
に
対
し
、

地
域
経
済
に
大
き
な
波
及
効

果
が
あ
る
。

　

耐
震
改
修
、
高
齢
者
住
宅

改
修
、
介
護
保
険
の
住
宅
改

修
と
共
に
、
独
自
の
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
を
上
乗
せ
し
、
地

元
業
者
に
発
注
す
る
こ
と
を

条
件
に
し
た
制
度
を
創
設
し

て
は
ど
う
か
。

問
　

現
在
、
木
造
住
宅
の
耐
震

改
修
等
、
特
定
の
目
的
を
持

っ
た
住
宅
改
修
に
対
し
て
は

助
成
を
行
っ
て
い
る
。

　

目
的
を
設
定
し
な
い
リ
フ

ォ
ー
ム
助
成
は
、
地
域
経
済

に
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る

が
、
特
定
業
者
へ
の
支
援
と

な
る
こ
と
や
、
公
共
性
、
公

平
性
、
ま
た
個
人
資
産
価
値

答

建

設

部

長

　

市
は
、
市
民
の
生
活
と
権

利
を
守
る
上
で
、
発
注
業
務

が
低
賃
金
を
温
存
、
拡
大
す

る
要
因
と
な
ら
な
い
為
に
も
、

公
契
約
条
例
が
必
要
で
は
な

い
か
。

を
高
め
る
リ
フ
ォ
ー
ム
に
直

接
、
税
を
投
入
す
る
こ
と
は

慎
重
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
。

問
　

国
に
お
け
る
公
契
約
法
の

検
討
状
況
を
見
守
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

総

務

部

長

あ
っ
て
も
、
市
か
ら
の
発
注

工
事
等
が
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
る
状
況
で
、
制
度
の

創
設
は
難
し
い
と
考
え
る
。

地
元
の
業
者
に

仕
事
を

リ
フ
ォ
ー
ム
に

支
援
を

働
く
貧
困
を
無

く
そ
う

リフォームと耐震改修

者
全
員
受
け
入
れ
出
来
る
よ

う
決
定
し
た
。

▲ 学童保育読み聞かせ風景
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紀
の
川
市
で
育
つ
障
害
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
を
市
と
し

て
ど
う
支
援
し
て
い
く
の
か
。

問

　

特
別
支
援
学
校
に
通
う

き
ょ
う
だ
い
が
い
る
場
合
、

運
動
会
な
ど
の
保
護
者
参
加

の
学
校
行
事
が
重
な
っ
て
し

ま
う
場
合
が
あ
る
。
重
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
配
慮
が
必

要
で
は
な
い
か
。

問

　

市
内
の
小
中
学
校
で
の
特

別
支
援
教
育
は
、
ど
う
進
め

ら
れ
て
い
る
か
。

問

　

長
引
く
景
気
低
迷
で
個
人

消
費
が
上
向
か
な
い
状
況
が

地
域
経
済
や
農
業
に
も
直
結

す
る
問
題
と
な
り
、
本
市
の

市
税
収
入
に
も
表
わ
れ
て
い

る
。

　

今
、
地
域
の
商
工
業
や
農

業
に
ど
う
す
れ
ば
所
得
が
生

ま
れ
る
か
と
い
っ
た
視
点
で

の
地
域
経
済
の
振
興
策
が
必

要
で
あ
る
が
行
政
と
し
て
の

考
え
は
。

問

　

市
独
自
に
７
ケ
月
児
健
康

診
査
や
、
10
ケ
月
児
・
２
歳

６
ケ
月
児
の
健
康
相
談
を
行

い
、
発
達
に
つ
ま
づ
き
の
あ

る
子
ど
も
さ
ん
の
早
期
発
見
、

早
期
療
育
に
つ
な
げ
る
。

　

保
健
師
は
乳
幼
児
期
を
担

当
す
る
最
初
の
支
援
者
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
、
個
々
の

支
援
を
大
切
に
し
て
い
る
。

答

保
健
福
祉
部
長

　

運
動
会
等
の
行
事
日
程
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
調
整
し

決
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は

今
後
の
学
校
行
事
の
日
程
に
、

支
援
学
校
の
行
事
も
考
慮
し

連
携
を
図
る
よ
う
、
協
力
依

頼
を
し
て
い
き
た
い
。

答

教

育

部

長

　

地
元
に
も
支
援
学
校
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

県
教
育
委
員
会
等
に
も
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

答

教

育

部

長

　

各
学
校
に
校
内
委
員
会
の

設
置
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

答

教

育

部

長

　

合
併
後
の
人
口
減
少
が
、

地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
財
政
を
悪
化
さ
せ
る

と
い
う
懸
念
を
も
っ
て
い
る
。

　

地
域
経
済
を
支
え
る
若
い

世
代
の
人
口
増
加
対
策
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
長
期
計

画
の
後
期
計
画
で
は
既
存
の

事
業
と
連
携
し
な
が
ら
相
乗

答

　

地
域
経
済
の
持
続
的
な
振

興
は
、
そ
の
地
域
内
に
お
い

て
繰
り
返
し
再
投
資
す
る
力

を
い
か
に
作
り
出
す
か
で
あ

り
、
地
域
内
に
投
資
さ
れ
れ

ば
、
そ
こ
で
雇
用
が
生
ま
れ
、

材
料
・
サ
ー
ビ
ス
の
調
達
が

行
わ
れ
地
域
経
済
の
振
興
に

発
展
す
る
の
で
は
な
い
か
。

問
　

国
の
制
度
を
活
用
し
な
が

ら
、
中
小
企
業
や
商
工
業
者

の
皆
様
に
元
気
を
出
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り

を
と
思
っ
て
い
る
。

答

企

画

部

長

市

長

障
害
の
あ
る
子
へ
の
支
援

ど
う
す
る 

地
域
の
活
性
化

　

食
育
推
進
計
画
の
中
で
具

体
化
し
て
お
り
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。

答

農
林
商
工
部
長

　

食
を
起
点
に
、
観
光
、
農

林
業
、
環
境
、
健
康
と
い
っ

た
幅
広
い
分
野
の
振
興
を
は

か
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
条
例

を
制
定
す
る
考
え
は
。

問
　

農
業
の
６
次
産
業
化
と
し

て
紀
の
川
市
産
の
果
物
の
加

工
品
を
、
食
育
の
ま
ち
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
開
発
し
て
い
く

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

答 「
食
育
の
ま
ち
紀
の
川
市
」

を
宣
言
し
た
が
、
今
後
地
域

経
済
の
振
興
の
た
め
の
取
り

組
み
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

問
「
食
育
の
ま
ち
」

　

 

ど
う
活
か
す

石井　仁　議員

岡田　勉　議員

農
林
商
工
部
長

　

支
援
学
校
へ
の
通
学
バ
ス

は
、
片
道
１
時
間
以
上
か
か

る
コ
ー
ス
も
あ
る
。
通
学
の

負
担
軽
減
、
充
実
し
た
余
暇

活
動
・
放
課
後
づ
く
り
の
た

め
に
、
市
内
に
通
え
る
特
別

支
援
学
校
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
考
え
る
が
。

問 支
援
学
校
を

  

紀
の
川
市
に

効
果
が
生
み
出
さ
れ
る
よ
う

な
計
画
策
定
が
必
要
で
あ
る
。

の
指
名
を
行
い
、
ま
た
特
別

な
支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒

に
対
し
、
24
名
の
介
助
員
を

配
置
し
、
個
々
へ
の
対
応
を

行
っ
て
い
る
。
学
齢
期
発
達

相
談
も
実
施
し
て
い
る
。

▲ 親子で食育
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近
年
、
活
字
離
れ
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
読
め
る
『
電
子

図
書
館
』
を
導
入
し
て
は
。

問 電
子
図
書
の

　
　

 

導
入
を

無
料
に

で
き
な
い
の
か

健
診
受
診
率
は

　

上
が
る
の
か

　

電
子
図
書
館
導
入
に
つ
い

て
は
市
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム

で
は
電
子
書
籍
の
閲
覧
管
理

等
の
機
能
は
備
え
て
お
ら
ず

導
入
は
不
可
能
。
ま
た
、
電

子
書
籍
の
検
索
、
予
約
、
貸

出
し
、
返
却
に
対
す
る
シ
ス

テ
ム
が
開
発
さ
れ
て
か
ら
日

も
浅
く
全
国
的
に
も
普
及
さ

れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
市
民
か
ら
の
要
望
も

な
い
の
で
、
今
後
の
電
子
書

籍
の
普
及
と
シ
ス
テ
ム
の
改

善
、
市
民
の
要
望
等
を
見
て

考
え
て
い
き
た
い
。

答

市
長
・
教
育
部
長

　

誰
も
が
健
康
で
あ
り
た
い

と
願
っ
て
い
る
が
、
市
が
行

っ
て
い
る
特
定
健
診
の
受
診

率
は
。

問
　

平
成
20
年
度
よ
り
40
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
加
入
者
の
方

を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
が

受
診
率
は
20
年
度
で
31.1
％

で
そ
の
後
は
伸
び
悩
ん
で
い

る
。
市
民
の
方
々
に
検
診
に

対
す
る
関
心
を
高
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
と
思
う
。
受
診

を
さ
れ
て
い
な
い
方
に
対
し

て
啓
発
を
強
化
し
た
い
。

答

保
健
福
祉
部
長

　

子
宮
け
い
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
新
年
度
よ
り
実
施
さ

れ
る
が
な
ぜ
一
部
自
己
負
担

と
し
た
の
か
。

問

　

市
と
し
て
は
「
安
全
性
の

不
安
」
が
払
拭
出
来
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
専
門
家
に
よ

る
国
の
予
防
接
種
部
会
で
は
、

一
定
の
安
全
性
が
示
さ
れ
、

将
来
、
定
期
接
種
化
が
見
込

ま
れ
る
状
況
で
あ
る
と
聞
き

「
接
種
機
会
の
公
平
性
」
か

ら
接
種
に
踏
み
切
る
こ
と
と

し
た
。

　

こ
の
３
種
の
ワ
ク
チ
ン
は

「
接
種
義
務
の
な
い
任
意
接

種
」
で
あ
り
保
護
者
の
希
望

に
よ
り
受
け
る
も
の
で
、

『
無
料
だ
か
ら
受
け
て
お
こ

う
』
と
い
っ
た
安
易
な
接
種

を
防
止
す
る
た
め
一
部
の
負

担
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ

る
。 答

保
健
福
祉
部
長

田代　範義　議員

村垣　正造　議員

　

お
弁
当
の
献
立
・

買
出
し
・
調
理
・
片

づ
け
ま
で
、
家
の
人

に
も
手
伝
っ
て
も
ら

い
な
が
ら
、
子
供
中

心
で
行
な
う
試
み
が
、

全
国
の
小
・
中
学
校

に
広
が
っ
て
い
る
が
、

導
入
の
考
え
は
。

　

弁
当
を
作
る
こ
と
で
、
家

族
の
絆
・
農
業
、
漁
業
の
方

・
給
食
を
作
る
人
・
食
材
の

〝
命
〟
・
な
ど
へ
の
感

謝
の
気
持
が
生
ま
れ
る

効
果
を
ふ
ま
え
、
関
係

者
と
相
談
し
、
月
一
回

程
度
考
え
た
い
。

答

市
長
・
教
育
長

問

　

農
地
法
改
正
に
よ
る
、
紀

の
川
市
へ
の
影
響
は
。

問
　

農
地
転
用
に
つ
い
て
、
県

の
許
可
が
出
な
い
ケ
ー
ス
が

多
く
な
っ
て
い
る
。

　

優
良
農
地
を
確
保
す
る
こ

と
と
、
人
口
増
加
を
は
か
る

た
め
の
宅
地
開
発
と
を
両
立

さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
、
今
後
も
関
係
機
関
に
強

く
市
の
意
見
を
伝
え
た
い
。

答

市
長
・
農
林
商
工
部
長

ひろがれ「弁当の日」

農
地
に
自
宅
の

　
　
　

 

建
築
は

　

同
じ
保
育
所
へ
通
っ
て
い

る
の
に
、
小
学
校
が
別
々
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
自
由
に

選
べ
な
い
の
か
。

問
　

状
況
に
応
じ
て
、
保
護
者

等
の
要
望
を
踏
ま
え
、
学
校

指
定
に
関
す
る
規
則
の
な
か

で
柔
軟
に
対
応
し
た
い
。

答

教
育
長
・
教
育
部
長

み
ん
な
と
同
じ

　
　

 

小
学
校
へ

　

運
動
場
の
芝
生
化
の
考
え

は
。 問

　

地
域
の
協
力
体
制
が
、
整

っ
た
小
学
校
を
、
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
と
し
て
、
芝
生
化
を
進

め
た
い
。

答

市
長
・
教
育
長

運
動
場
で

　
　

遊
ぼ
う

▲ 卵焼きはお姉ちゃん作
  （津市　お弁当の日）大里小学校HP
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問

　

新
庁
舎
が
２
年
後
に
は
完

成
し
、
400
名
余
り
の
職
員
が

通
勤
す
る
事
に
な
る
。

　

近
く
に
打
田
中
学
校
も
あ

り
、
来
庁
者
も
多
く
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。

　

市
の
顔
と
な
る
庁
舎
が
こ

の
位
置
と
な
り
、
将
来
を
見

据
え
る
と
庁
舎
周
辺
道
路
の

改
良
は
必
要
不
可
欠
な
こ
と

だ
と
考
え
る
。

　

庁
舎
周
辺
道
路
の
改
良
の

計
画
は
あ
る
の
か
、
あ
る
の

で
あ
れ
ば
現
在
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
の
か
、
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

問

 

移
転
は
、
市
当
局
が
独
断

で
決
め
た
わ
け
で
は
な
い
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
区
長
に
相
談
し
、

議
会
で
議
論
し
た
末
に
移
転

と
な
っ
た
。
建
設
反
対
の
声

が
あ
る
こ
と
は
不
本
意
だ
。

　

ま
た
、
土
地
に
つ
い
て
、

市
が
15
億
円
も
か
け
て
土
地

開
発
公
社
か
ら
購
入
し
た
の

は
間
違
い
だ
か
ら
返
金
す
る

べ
き
だ
と
の
声
が
あ
る
が
納

得
で
き
な
い
。

　

移
転
予
定
地
は
、
合
併
前

に
９
億
円
を
か
け
て
買
収
さ

れ
、
さ
ら
に
今
ま
で
に
約
３

億
円
の
金
利
が
か

か
っ
て
い
た
。
ま

た
、
土
地
は
い
わ

ば
「
虫
食
い
」
状

態
で
あ
り
、
企
業

誘
致
す
ら
不
可
能

で
あ
っ
た
。

答

市

長

　

道
路
は
、
我
々
の
生
活
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
社
会
基

盤
で
あ
り
、
道
路
整
備
は
、

交
通
渋
滞
の
解
消
や
経
済
活

動
の
活
性
化
、
安
心
・
安
全

の
ま
ち
づ
く
り
等
大
き
い
効

答

果
が
創
出
さ
れ
る
。

　

計
画
的
な
道
路
網
整
備
を

進
め
る
た
め
「
道
路
整
備
計

画
」
を
策
定
し
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　

庁
舎
周
辺
の
道
路
整
備
に

つ
い
て
は
、
早
期
に
着
手
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

新
庁
舎
建
設
や
打
田
中
学
校

建
替
え
の
設
計
段
階
で
現
道

拡
幅
を
見
込
ん
で
協
議
・
調

整
を
行
な
っ
て
お
り
、
平
成

23
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て

概
略
設
計
の
経
費
を
上
程
し

て
い
る
。

　

交
通
状
況
の
変
化
を
考
慮

の
上
、
整
備
手
法
等
を
検
討

し
平
成
24
年
度
の
事
業
着
手

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

建

設

部

長

　

土
壌
の
環
境
を
心
配
す
る

声
が
あ
る
。
調
査
に
よ
る
と
、

土
壌
溶
出
量
分
析
に
よ
り

フ
ッ
素
・
砒
素
の
基
準
値
越

え
が
判
明
し
た
が
、
土
の
含

有
量
や
地
下
水
調
査
に
お
い

て
基
準
値
を
超
え
て
い
る
も

の
は
な
く
、
ポ
リ
塩
化
ビ

フ
ェ
ニ
ル
（
P
C
B
）
や
六

価
ク
ロ
ム
も
基
準
を
超
え
る

も
の
は
な
か
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
造
成
後
は
、
生
徒

が
安
心
し
て
使
え
る
施
設
と

し
て
整
備
し
た
い
。

　

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら

な
い
大
地
震
に
備
え
、
耐
震

答

教

育

部

長

粉
中
移
転
を
ど
う
考
え
る

庁
舎
周
辺
の
道
路
整
備
は

　

新
庁
舎
建
設
が
進
め
ら
れ

て
い
る
中
、
こ
の
地
域
が
紀

の
川
市
の
拠
点
と
な
る
。

　

京
奈
和
自
動
車
道
打
田
IC

が
市
の
玄
関
口
に
な
る
事
も

考
え
て
今
は
ま
だ
決
定
し
て

い
な
い
が
、
県
道
泉
佐
野
打

田
線
の
４
車
線
化
に
向
け
合

併
当
初
か
ら
県
に
要
望
し
て

き
て
い
る
。

　

ま
た
交
差
点
な
ど
の
局
部

改
修
は
進
ん
で
い
る
。

　

市
役
所
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

ア
ク
セ
ス
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
う
。

　

地
域
住
民
の
理
解
を
い
た

だ
き
、
道
路
新
設
も
含
め
、

現
道
拡
幅
な
ど
早
急
に
方
向

性
を
見
出
し
進
め
て
い
き
た

い
。 答

杉原　勲　議員

　

市
と
し
て
必
死
で
対
策
を

考
え
、
新
た
に
予
算
は
必
要

で
あ
っ
た
が
、
土
地
を
購
入

し
て
「
虫
食
い
」
状
態
を
解

消
し
た
。
先
述
の
15
億
円

は
、
合
併
特
例
債
が
適
用
さ

れ
る
。
さ
ら
に
は
、
無
料
で

京
奈
和
自
動
車
道
の
工
事
残

土
を
埋
め
立
て
て
、
立
派
な

敷
地
と
な
っ
た
。

　

校
舎
移
設
後
、
跡
地
は
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や

災
害
時
に
お
け
る
避
難
場
所

等
と
し
て
有
効
活
用
で
き
る
。

　

中
学
校
の
移
転
に
伴
い
、

環
境
を
変
え
て
昔
か
ら
の
由

緒
あ
る
粉
河
商
店
街
を
は
じ

め
粉
河
地
区
の
発
展
に
つ
な

げ
た
い
。

榎本　喜之　議員

市

長

 
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

と
い
う
観
点
か
ら
改
め
て
き

く
。
一
部
の
住
民
か
ら
反
対

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
粉
河

中
学
校
の
移
転
事
業
を
ど
う

考
え
る
か
。

性
の
高
い
校
舎
を
一
日
で
も

早
く
完
成
し
た
い
。

▲ 粉河中学校

▲ 市役所本庁舎前交差点
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他市の議会議員が当市を

視察に訪れました。

他市の議会議員が当市を

視察に訪れました。
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もっと知ろう 市議会もっと知ろう 市議会

　本会議での議案は市長、議員、委員会から提出することができます。提出した人から説明があり、
その内容についてのおおまかな質問は本会議で行います。
　しかしさらに詳しく調べて話し合う必要があるものや実際に現地を確認しなければ結論を出せない
ようなものについては、議員がそれぞれの担当分野を決めて選ばれる委員会で専門的・迅速に審査し
ます。これを委員会への付託といいます。

今回は、市議会の委員会活動についてお知らせします。

委員会ってどんなことをしているの？

　担当分野の問題を調査しています。
　担当部署への聞き取り調査や現地視察を行い、行政に対し改善・改良すべきことを指摘したり、
　提案などをしたりしています。広報誌でものせています。
　視察は、市内の現状のほか他市町村の先進的な取り組みを調査します。

　　紀の川市議会の定例会は、毎年通常は3月、6月、9月、12月に招集されます。

議会が開かれていないときは？

　議会運営委員会、三つの常任委員会と特別委員会があります。

　　◆議会運営委員会･･･議会運営を円滑に進めるために、調査、審査を行います。

　　◆常 任 委 員 会･･･市の仕事を担当部署ごとに三つに分担し、議案と請願･陳情を調査、審査します。
　　　　　　　　　　　議員は一つ以上の委員会に所属します。

　　　　総 務 文 教 常 任 委 員 会･･･市の長期的な計画や財政、財産の管理、地域の組織、お金の管理のこと、
　　　　　　　　　　　　　　　　教育のこと、議会、選挙管理委員会、監査委員、公平委員会のこと

　　　　厚 生 常 任 委 員 会･････････住民登録、戸籍、医療保険、介護保険、健康推進、福祉、水道、環境、
　　　　　　　　　　　　　　　　ごみ処理のこと  

　　　　産 業 建 設 常 任 委 員 会･･･道路建設、河川の管理、公園管理、農業、農地、ため池、商工業のこと、
　　　　　　　　　　　　　　　　農業委員会のこと  

　　◆特 別 委 員 会･･･特に課題となっていることを調査、審査します。 

　　　　議会広報編集特別委員会･･･議会広報の発行によって議会活動や議会の審議内容を市民の皆さんにお知ら
　　　　　　　　　　　　　　　　せするために調査研究、編集を行います。

　　　　庁舎建設調査特別委員会･･･紀の川市役所新庁舎建設に関して調査研究を行います。 

　　　　環境対策調査特別委員会･･･ごみ処理対策、斎場の建設に関して調査研究を行います。

　　　　予算審査特別委員会･････････第１回（３月）定例会で次年度の一般会計予算を審査します。

　　　　決算審査特別委員会･････････第３回（９月）定例会で前年度の一般会計決算を審査します。

委員会の担当分野は？

◀ 現地視察聞きとり調査 ▶
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特　集 Part10紀の川市の歴史を散歩
貴志川線の歴史をたどり、地域の未来を考える

大国主神社

貴志川貴志川

諸井橋

貴志川大橋
貴志川大橋

きしべの里きしべの里 薬師寺
板碑群

三昧塚
古墳

双子
三昧塚
古墳

▲

▲

▲

▲

貴志駅

甘露寺前駅

西山口駅大池遊園駅

至
和
歌
山
市

いちご自転車
レンタサイクル
いちご自転車
レンタサイクル

平池古墳群

平池緑地公園

大池遊園

罐子塚
古墳

かん す づか

至紀美野町・海南市

↑至岩出市

〒

いちご
狩り

岩
出
野
上
線

和歌山橋本線

和
歌
山
電
鐵
貴
志
川
線

　紀の川市を訪れた人々に、よく紹介するのは、貴志駅を守る

猫の駅長たまである。日本だけでなく世界に知られる存在と

いってよい。

　今回は、住民が存続を強く願い、実現した鉄道再生のことを

語りたい。現在も進行中の貴志川線の歴史の話しである。

　大正５年２月に和歌山市大橋と伊太祁曽の間を結ぶ山東軽便

鉄道が開通。農産物の出荷と日前宮、竈山神社、伊太祁曽神社

への参詣客輸送を目的として作られ、１日平均４３２人を乗せ、

１３.５往復していた。

　鉄道への期待が高まる中、昭和８年８月念願の貴志までの延

長が行われた。その後社名変更、会社の合併などを経て昭和３

６年に南海電気鉄道株式会社と合併し南海貴志川線となった。

　貴志川線の輸送能力が、地域の経済を支え、通勤・通学・買

い物などの住民の利便性を高めて沿線の居住者を飛躍的に増や

していった。

　ところが、自家用車の増加に伴い道路が整備され、少子化も

影響して、利用客は次第に減少した。ピークの昭和４９年度３

６０万人から平成１６年度には１９２万人にまで落ち込み、経

営は赤字となった。こうしたことで南海電気鉄道株式会社が貴

志川線からの撤退を表明したことから、存続の住民運動が爆発

的に拡大した。「貴志川線の未来を“つくる”会」ができ、和

歌山県・和歌山市・貴志川町が支援を決めたことから、岡山電

気軌道株式会社が事業引継ぎを決め、和歌山電鐡株式会社が設

立されて平成１８年４月貴志川線は新たな出発の日を迎えた。

　和歌山電鐡株式会社は運営委員会で地域の協力体制を整え、

ともに数々の斬新な利用促進策を打ち出した。ソフト面では平

成１９年に猫のたまを駅長に就任させるという大胆な発想によ

り注目を集め、イベントやグッズ販売につなげた。ハード面で

は「いちご」「おもちゃ」「たま」電車への車体の改装、駅の

駐車場整備を行い、集客の拠点としてたま駅舎を完成させて、

利用客は着実に増加している。

　“つくる”会は、貴志川線は地域の宝であると語り続けてい

る。地域生活を支え、少ない環境負荷で子どもや高齢者の大切

な移動手段となる。

　また３月１１日に発生した未曾有の大震災において、道路が

寸断され、燃料不足によりトラックに代わって鉄道が物資の大

量輸送を担うと言われ、鉄道の持つ社会的価値を再び見直す時

期が来たと私たちも考えている。人々が地域づくりへの熱い願

いをこめて作り、守ってきた鉄道を過去の遺産と考えるのでは

なく、未来への大きな可能性をもつ架け橋として再認識し、活

用していきたい。貴志川線をどんどん利用して紀の川市をより

楽しく住みやすいまちにする、新しい価値を創造していくのは

私たち地域の一人ひとりである。　

い た

かま やま

き そ

昭和23年頃、貴志駅にて

たま駅舎

昭和６年頃

大池遊園

橋りょう建設の様子

昭和13年頃

伊太祁曽、機関庫にて
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平
成
23
年
３
月
11
日
午
後

２
時
46
分
、
東
北
地
方
太
平

洋
沖
で
発
生
し
た
地
震
に
よ

り
、
今
ま
で
に
見
た
こ
と
の

な
い
大
津
波
が
日
本
を
襲
い

ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
映
し
出
さ
れ
る
惨
状
に
思

わ
ず
息
を
の
み
、
自
然
の
脅

威
の
前
で
は
人
間
の
文
明
な

ど
無
力
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

で
も
私
た
ち
人
間
に
は
団

結
し
て
立
ち
上
が
る
力
が
あ

り
ま
す
。

　

い
ま
は
国
民
み
ん
な
が
助

け
合
い
、
被
災
地
の
１
日
も

早
い
復
興
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
近
い
将
来
南
海
地

震
が
発
生
す
る
確
率
が
非
常

に
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
震
災
で
な
ぜ

多
く
の
方
が
犠
牲
と
な
っ
た

の
か
を
今
一
度
家
族
や
地
域

で
話
し
合
い
、
防
災
意
識
を

高
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

（
Ｍ
・
Ｋ
）

がんばれ　マラソン

（粉河寺・粉河保育園）

ごま供養

（中津川  行者堂）

上野投手みたいになりたい

（模擬国体ソフトボール大会）

わくわくドキドキ 入学式

（丸栖小学校）

紀の川市を花いっぱいに


